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研究報告 
 
 ヒト単芽球様株細胞U937を用いたin vitro分化誘導系により、白血球（食細胞）の 

NADPHオキシダーゼ活性誘導を惹起するフィトケミカルのスクリーニングを行った。 
 幾つかのフィトケミカルに白血球（食細胞）のNADPHオキシダーゼ活性誘導能が認

められたが、特に、スチルベン類の一部が非常に強いNADPHオキシダーゼ活性誘導能

を有する事が確認できた。 
 白血球（食細胞）の NADPH オキシダーゼは、膜タンパク質であるシトクロム b558

（gp91-phox と p22-phox から構成されるヘムタンパク質）及び細胞質因子（p47-phox, 
p67-phox 及び p40-phox）から構成されるが、スチルベン類は特に gp91-phox の遺伝

子発現を増強する能力を有している事が明らかとなった。 

 
 


